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   During the 48-year period from January, 1938 to December, 1985, upper urinary tract 
stones obtained from 794 patients were analyzed by infrared spectroscopy in our Department. 
Their clinical manifestations were studied, mainly in relation to stone composition. The 
ratio of males to females was 3.0 to I. In recent years, the incidence of females tended to 
increase. In the age distribution, twenties were most frequent followed by thirties together 
with fourties before 1965, but after 1966, the thirties were most frequent, and fourties and 
fifties increased. The composition of 794 stones was as follows. The most frequent type was 
calcium oxalate combined with calcium phosphate (43.1%), followed by calcium oxalate (39.8 
%) and calcium phosphate (9.6%). Magnesium ammonium phosphate stones were found in 
1.6% and uric acid stones in 2.9%. Calcium oxalate stones, uric acid stones and oxalate-
containing stones were found more frequently in males than in females. On the other hand, 
magnesium ammonium phosphate stones, calcium phosphate stones and phosphate-containing 
stones were found less frequently in males than in females. There was a high occurrence of 
calcium phosphate stones and uric acid stones in patients older than 60 years old. The 
occurrence of calcium oxalate stones and uric acid stones increased and that of phosphate-
containing stones decreased after 1966. Most of the recurrent stones revealed the same or 
similar composition as the initial stones.
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　 1.性 ・年 齢(Fig.1)
　 症 例 数 は794例で,男 性 が595例,女 性 が199例で あ
り,男 女 比 は3.0=1で あ った.男 女 比 の推 移 はFig.
2の 如 く1955年以 降 急激 に 女性 が 増 加 して お り,1955
年 を境 にそ の前 後 で 比 較 す る と,ll.8:1から2。8:1
と推 計学 的 に 有意(P<0.005)に女性 が 増 加 し て い
た.年 齢 構 成 は10歳か ら82歳ま で で あ り,20歳代 が最
多 で,次 い で30歳代,40歳 代 に 多 く,平 均 年 齢 は37.8
歳 で あ った.男 女 別 で は 男性 は30歳代 が 最 多 で,次 い
で20歳代,40歳 代 に 多 く,平 均 年 齢 は37.8歳で あ り,
女性 は20歳代 が 最 多 で,次 い で30歳 代,50歳 代 に 多
く,平 均年 齢 は38.1歳で あ った.
　 年 齢 分布 の推 移 につ い て1938年か ら エ955年を1群
(男性47例,女 性4例),1956年か ら1965年を[群(男
性H9例,女 性41例),1966年か ら1975年を 皿群(男 性
39例,女 性22例),1976年か ら1985年を 】V群(男性390
例,女 性132例)と し比 較 検 討 す る と(Fig.3),1群,
H群 で は20歳代 に ピー クを 認 め る同 じ よ うな グ ラ フを
示 した が,1皿群 で は30歳代 に ピ ー クが移 り,40歳代 の
比 率 が 増 加 し,さ らにIV群で は50歳代 の比 率 も増 加 し
てい た.
　 2.結 石 成 分(Table　I)
　 修 酸 カル シ ウ ム(以 下CaOXと 略 す)と 燐 酸 カ
ル シ ウム(以 下CaPと 略 す)の 混 合 結 石 が342例
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Fig・3・　 Age　distributions　of　patients　with　upPer　urinary　tract　stone
で 全 体 のgz　4%を 占 め た.尿 酸 結 石 は23例(2.996),
燐 酸 マ グネ シ ウ ム ア ンモ ニ ウム(以 下MAPと 略 す)
結石 は13例(1.6%)であ った.そ の 他特 殊 な 成 分 を
有す る結 石 と して シス チ ン結 石5例,蛋 白結 石5例,
サ ル フ ァ剤 結 石1例 な どが み られ た が,こ の うち 蛋 白
結 石 は5例 の うち3例 が 血 液 透 析患 者 よ り得 られ た 結
石 で あ り,ま た サ ル フ ァ剤 結 石 は サ ル フ ァ剤 長 期 服 用
患 者 よ り得 られ た結 石 で あ ・)た,
　 結 石 に 含 まれ る塩 類 別 に 検 討す る と,修 酸 塩 を 含む
結 石 は663例(83.　J「%),燐酸 塩 をrliむ結 石 は433例
(54・5%),14乏酸 あ るい は 尿 酸塊 を 含む 結 石 は34例(4.3
%)で あ り,陽 イォ ン別 に検 討 す る と カル シ ウ ノ・を 含
む結 石 が741例(93.3%)と大 半 を占 め た.
　 3.結 石成 分 と性
　 結 石 成分 を 男女 別 に比 較 検討 す る と,CaOX結 石
は 男 性 が44・4%,女性 が26.1%と有 意(Pく0.005)に
男 性 に 多 く,CaP結 石 は男 性 が7.4%,女 性 が16.1%
と有 意(P<0.005)に女 性 に 多 く,尿 酸 結 石 は 男性 が
3・　7%,女 性 が0.5%と有 意(P<0.025)に男 性 に 多
く,MAP結 石 は 男 性 が0.2%,女 性 が6.0%と 有 意
(P<0.005)に女 性 に 多か った.ま た 修酸 塩 を 含 む 結
石 は 男性 が86.7%,女性 が73.　9%と 有 意(p〈0.005)
に男 性 に 多 く,燐 酸 塩 を 含 む結 石 は男 性 が49.2%,女
性 が70.・t%と有意(P<0.005)に女 性 に 多 か った,
　 4,結 石 成 分 と年 齢(Table　2)
　 結 石 成分 を年 齢 別 に比 較 検 討 す る と,10歳代 か ら50
　　　　　　　　 石原・ほか:上部尿路結石 ・結石成分
Table　1.　Composition　of　794　upPer　urinary　tract　stones　analysed　by
　 　 　 　 　 infrared　spectroscopy
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者の尿路結石は蛋白結石が多いことを報 告 してい る







結石は男性に多い とい う報告4・9・13)は多いが,折 戸
ら13)は結石形成の重要な因子である尿酸,蔭 酸および
クエン酸などの物質の尿中排泄量に性差が認められる








































































































すると,CaOX結 石,尿 酸結石の増加,燐 酸塩を含
む結石の減少が認められた.
　(7)同一入における再発結石の成分は,初 発結石と同
じか,異 なっても初発結石 に何らか の塩が加わった
あるいは減 じたものがほとんどであり,多発結石もほ
とんどが同一成分であった.
　 なお,本 論 文の要旨の一部 は第48回日本泌尿器科学会東部
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